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5　染液の抽出一作品によっては濃い染液を必要とする場合があるので，前号研究報告の基礎
実験データーの約2倍の濃さとした。
6　媒染剤一炭酸カリウム，硫酸アルミニウム，塩化アルミニウム，酢酸アルミニウム，クエン
酸，硫酸銅，酢酸銅，酢酸クロム，重クロム酸カリウム，塩化第1鉄，木酢酸鉄の10％溶液をあ
らかじめ作っておき，最も濃い液で3％溶液とした。
7　仕上げ一高温で50分むし，約3時間水洗いし乾燥した。
3　制作とその結果　N・．一前頁作品の番号，（）一使用布，〔〕一テーマ
　作品についての解説は先ず発想，イメージ，構図，色彩など美的価値についてのべるのが普通で
あるが，ここでは前号研究報告の植物染料の発色実験をどのように応用したかを主として記した。
No．1　（木綿変り織り）　ろう染め，〔貝の印象〕
青のバックは藍（藍棒），青以外はログッドー塩化錫を用い赤紫を淡い色から8段階にぼかしな
がら重ね染めしたもの。
No。2　（絹一縮緬紬）　ろう染，〔巻紙の構成〕
下半分は青の濃淡ぼかし，藍棒と松煙使用，上半分はコチニールによる赤の濃淡，媒染剤は炭酸
カリウム，塩化アルミ，酢酸銅，バツクの黒はザクロー木酢酸鉄使用。
No．3　（木綿変り織り）ろう染め，　〔鉄骨の構成〕
バックの淡いぼかしはイタドリー塩化鉄，（グレー）黒の中の角形は濃いグレー，丸い部分はイ
タドリー酢酸クロム（黄茶），更に中間の色はイタドリー塩化錫による黄発色の上に青（藍棒）
をかけ緑味とした。最後の黒はザクロー木酢酸鉄使用。
No．4　（絹一浜紬）　ろう染め，〔轡曲したペーパーの構成〕
エンジュの落着いた黄系の濃淡を5段階にわけ染材はエンジュ1種類とし，媒染剤をかえて発色
させた，淡い色から硫酸アノしミ，塩化錫酢酸銅，重クロム酸カリ，酢酸クロム，木酢酸鉄の順
にかけ，媒染剤はすべて1．5％とした。
No．5　（絹一縮緬紬）　ろう染め，〔叢〕
植物染料で黄系では最も強い発色と思われるマリーゴールドを使った。媒染剤は塩化錫，酢酸ア
ルミ，クエン酸，酢酸銅による重ね染め。
No．6　（未晒天竺）糊型染め，〔花の構成〕
タンガラ特有の茶色に染め（タンガラエキス2回一炭酸カリウム1回），黒（松煙）のすりこみ
によりアクセントとした。
No．7　（木綿変り織り）　ろう染め，〔花〕
花の中心はキクイモー硫酸アルミによる黄発色，花はスオウー塩化錫・クエン酸による赤，更に
スオウー酢酸クPムによる赤紫発色。
No．8　（木綿の変り織り）　ろう染め，〔菱形模様〕
ケヤキ独特の榿茶の発色，染液を6回重ねているが始めから濃い液を使い，媒染剤は2％の塩化
アルミ，重クPム酸カリ，酢酸クロム，塩化鉄などにより順に濃い色とし輪郭は木酢酸鉄を使っ
た。最初にろうおきした明るい部分は藍棒の青とネムノキー塩化錫（うす黄）のぼかしとした。
No．9　（木綿変り織り）　ろう染め，〔木の葉の構成〕
黄，緑，茶の柔らかい感じでまとめるため染材はマッヨイグサを用いた。媒染剤は硫酸アノレミ
（黄），硫酸銅（緑味黄），重クロム酸カリ（茶）を用いた。
植物染料による制作品について 2！
No・10　（木綿変り織り）　ろう染め，〔木の葉の構成〕
黄茶系のトーンに染めるためハマナスを使った。始めの黄茶系は茎，葉の部分を塩化錫（黄），酢
酸アノレミ（緑味黄），重クロム酸カリ（濃い黄）を用い，次に根の部分を硫酸アルミ，硫酸銅，
錯酸クロム，塩化鉄により茶から焦茶に重ね染めしたもの，輪郭の黒は木酢酸鉄を使用。
No・11　（絹一浜紬）　ろう染め，〔風車〕
風車の部分を円形にスオウとエンジュでぼかし酢酸アルミで媒染，中心に藍棒の青を加えた。バ
ックはシソー塩化鉄（濃い緑味鼠），更に木酢酸鉄の黒で染めた。
No・12　（木綿変り織り）　ろう染め，〔結ぶ〕
バックは生地そのまま・右3本は赤，スオウー硫酸アルミ，影は酢酸クロム媒染，左の3本はマ
リーゴールドー酢酸クロム媒染（金茶），影は塩化鉄による黒のぼかし。
No・13　（木綿変り織り）　ろう染め，〔花〕
ろう線の中に青（藍棒），黄（タマネギー塩化錫），榿（タマネギー塩化アルミ），赤（コチニー
ルー酢酸アルミ・コチニールー酢酸銅），黄（エンジュー酢酸アルミ）の色さし後，厚く伏せろ
うしクラックをいれ青味黒（Pグッドエキスー酢酸銅）で地染めしたもの。
No・14　（タッサーブロード）　ろう染め，〔テープの構成〕
赤の濃淡による奥ゆき，丸味，影などの表現の試み，染材はスオウの濃淡のぼかし，媒染剤は塩
化アルミ，酢酸クロム，塩化鉄と順にかけ，きわは松煙（黒）のすりこみ。
No・15　（未晒天竺）糊型染め，〔円の連形〕
糊おき後黄発色（ゲレップエキス2回一酢酸アルミ1回を引染め後，部分的に黒（松煙）をすり
こんだもの。
No・16　（未晒天竺）糊型染め，〔線のリズム〕
糊おき後ワットル特有の茶（ワットルエキス2回一重クロム酸カリ1回）に染めたもの。
No．17　（晒天竺）　ろう染め，〔菱形の構成〕
Pグッドのぼかしと重ねの濃淡による表現，全体に青味でまとめたいのでログッドエキスを濃く
溶いておき，淡い染液から計5回順にぼかしながら染めた。媒染剤は2％の硫酸銅を3回引き発
色させた。
NO．18　（木綿変り織り）　ろう染め，〔貝〕
バックは淡い青（藍棒），貝の部分はアカネの濃淡，媒染剤は硫酸アルミ，硫酸銅，重クロム酸
カリ，酢酸銅，塩化鉄により順に濃く染めたもの。
　以上数多い染材の中から手さぐりのような制作であったが，　　1．ごくうすい布や非常に厚い
ものは工程上仕事がしずらいし仕上げの際色おちなど無理な面が多い。　　2．絹地は木綿地より
発色が鮮やかで染着力もよく巾のある仕事ができる。　　3．純白に漂白処理してある市販の布よ
りも，未晒布を自分で精練した方が植物染料のもち味が生かされ仕事もしやすい。　　4．ぼかし
等の表現は染液を濃淡にして引き，媒染剤は一定の濃度を染液2～3回に1回の割で引いた方が
よい。ただぼかした部分は水洗いの際，色おちが多いことからみて他の堅牢度も低いと思われる。
5・植物染料は染色諸条件に敏感に反応するため，同一分量でも同じ色を発色させるのはむずか
しく，数多い色の段階を表現するのは更に困難である。　　6．複雑な染めの仕事をする場合は特
に水洗い，仕上げの際，色が流れやすいのでそれぞれの色を濃いめにかけておくとよい。　7．植
物染料で染めた作品で困ることの一つに製品後の変化，特に「ほし」がある，無理な工程による
場合注意が必要と思えるが，大体次のことに充分留意すれば防止出来るように思う。　・工程中必
要以上の濃い染液，媒染剤はさける。　・仕上げの際防染に使った糊やろうを完全に取り除き充分
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な水洗いをする。・仕上げ後も長時間乾燥させる。
出して乾燥手入れをする等。
・戸棚などにしまっておく場合，時には取り
4　お　わ　り　に
　植物染料による染色の特色は，　1・染材を自から採集出来ること，　2．植物染料には特有
の渋味，深い味合いがあること，　3・染材の種類が多く，作家により独自な仕事の可能性が広
いこと，など数多く上げられるが，最も大切なことは植物染料独特の色の美しさにある。今回の
18点の試みの制作をかえりみて，ややもすれば造型上の追求が先にたち無理な染め方をすること
になり，そのもち味が失われる傾向にあった。今後の課題として，より植物染料の色が生きるデ
ザイン，配色，技法等の研究を重ねたい。
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